
長く学校を休んでいる子どもたちに、次のような様子が見られ始めたら、

かかわりを始めるチャンスです。

子どもたちは、自分の力で動き始めようとしています！

「つまらないなぁ」「ヒマだ

なあ」と、言い始める。

早寝早起きになってくる。

放課後や休日に、友だちと
一緒に遊べるようになっ
てくる。

メールや電話等で、学校の
友だちとのかかわりが増
えてくる。

自分から、少し勉強し始める。

自分の進路のことを、気に

し始める。

学校やクラスのことを話

しても、嫌がらなくなる。



欠席が長期化している子どもの支援策を検討するためには、不登校の要因を把握すると

ともに、次のように情報を整理します。

これまでの取り組みを振り返ってみましょう※□にチェックしてみましょう

現在の状況を知りましょう

◆学校
□休み始める前の状況を把握した。（休み始めたきっかけ、欠席状況、学習状況）

□休み始めから現在までの経過を、前担任や家庭にたずねた。

□電話で様子をたずねている。

□得られた情報から不登校の要因を把握した。

□手紙を出している。

□家庭訪問をしている。

□電話や手紙、家庭訪問で行事、試験などの予定を伝え、働きかけている。

□学習プリントや教材など、届けてよいかを確認して届けている。

□休んでいても、学級の一員であることを伝え続けている。

□本人と話ができた時は、軽い話題や本人の興味関心のあることにふれ、タイミングを

みて学校や進路等について話をしている。

□放課後登校や別室（保健室、相談室等）での対応をしている。

□学校出張相談や青少年相談センターにつなげている。

□各区のこども家庭相談課、児童相談所、県警少年相談・保護センター等の相談機関に

つなげている。

□※青少年相談員の協力を得ている。 ※民生委員・児童委員、保護司及びその他教育委員会が認めた者

□関係者間でケース会議を開催している。

◆本人

□好きな遊び、趣味、本、雑誌、音楽等興味をもっているものがある。

□好きな（得意な）学習がある。

□休みの日には、外出したり気の合う友だちと遊んだりできる。

□青少年相談センターや学校の相談室に行くことができる。

□先生に会うことができる。

□学校の友だちに会うことができる。

◆家庭・学校

□担任（または他の教職員）と保護者が定期的に会ったり、話したりできている。

□保護者が相談機関につながっている。

□家庭が安定している。

□担任だけでなく、かかわる教職員の協力態勢ができている。

□学級以外の居場所が、学校内にある。



◆働きかけましょう
◆安心して過ごせる居場所を作りましょう
◆学習支援をしましょう

◆登校はスモールステップで進みましょう

登校するきざしが現れた時には、時間割、持ち物、校舎（教室）に入るときのタイミン

グ等を、事前に十分先生と確認し合うことが大切です。そして、登校できたときはつい大

きく喜んでしまいがちですが、あえて“自然に”接するようにします。

また、長く学校を休んでいると、高学年や中学生は、学習の遅れがとても不安になりま

す。学習進度を事前に伝え、状況に応じ、補助教材を準備したり、個別的な学習場面を設

けたりします。中学生は進路に関する情報や資料を、適宜提供します。そして何より大切

なことは、登校は一気に欲張らず少しずつ進めることです。（最初は校門まで。次に昇降

口、相談室・・・。そして教室。等）

具体的なかかわりを始めましょう

休み始めるきっかけは様々であっても、いったん不登校になると、その回復には同じような過

程をたどるといわれています。欠席が多くなると、学校に行けないことが大きな重荷になってい

きます。このような状態の時は、子どもたちへ働きかけても学校へなかなか気持ちが向かないも

のです。「見守る」期間がしばらく続きます。

しかし「再登校に向けたサイン」が見られたら

子どもたちの気持ちが学校へ向き始めています。

学校や家庭、子どもの状況に合わせて、無理なく

できることから、具体的なかかわりを始めましょう。

※表紙のサイン参照

できないことには触れず、できたこと、頑張ったことを一緒に喜びます。また登校の

意思を示しても「断ることのできる」よびかけをすることも大切です。

再登校したときは心身ともに疲れているので、その気持ちを理解し、一緒に気分転換

をしましょう。好きなことをしてすごせる自由時間を保障します。また、たとえ子ども

がまだ先生に会えなくても、保護者が学校にプリントを取りに行くなど、学校に足を運

ぶ機会をつくりましょう。

〈家庭でのこんなサインも見逃さないで！〉
・家庭で「おはよう」などの挨拶をするように

なる。
・家庭での手伝いが増えたり、自分の部屋を整

理したりするようになる。
・理髪店や美容院に行って髪を整えるようにな

る。
・学用品や制服を気にするようになる。

◆寄り添いましょう
◆気分転換の場を設けましょう
◆学校とつながっていましょう



ぼくとわたしの再チャレンジ ～再び動き始めた子どもたち～

様々な人たちからの適切なかかわりを受けることで、不登校の子どもたちはエネルギーを蓄え、

再び自分の力で動き始めます。青少年相談センターでは、今までにこうして再チャレンジをして

きた子どもたちに、たくさん出会ってきました。実際の事例を紹介します。

◆担任・コーディネーター・カウンセラーによる連携ケース

○事例：年間３０日以上欠席していた小学５年生。小学４年生の頃から、物を壊す、暴力、離室など行動上の問

題が顕著であった。５年生に進級するが問題行動は改善せず登校渋りが始まり、１学期中旬には、ほとんど登

校しなくなった。

○復帰まで：小学５年生の２学期から、まず学級担任が学級の中に本児の居場所を確保した。その後カウンセ

ラーの面接が始まると同時に、コーディネーターが中心となり、関係者間の情報共有と具体的な対応の方向性

を検討した。その結果、本人の状態を的確に把握した上での課題設定ができ、学校生活においての達成感が

高まるとともに、適応状態も改善され、登校状態も安定した。
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このダイジェスト版の詳細は、冊子『ぼくとわたしの再チャレンジ』に

掲載されています。また青少年相談センターホームページからは、冊子の

ダウンロードや、ＷＥＢ版による活用が可能です。

※子どもの発達や障害・療育に関する相談

緑こども家庭相談課 ０４２－７８３－８１２９

中央こども家庭相談課 ０４２－７５６－８４２４

南こども家庭相談課 ０４２－７０１－７７２７

【各区のこども家庭相談課】

※子どもと家庭、子育て等に関する相談

緑こども家庭相談課 ０４２－７７５－８８１５

中央こども家庭相談課 ０４２－７６９－９２２１

南こども家庭相談課 ０４２－７０１－７７００

【陽光園】 ０４２―７５６－８４１０

【児童相談所】０４２－７３０－３５００

【県警少年相談・保護センター】

０４２－７４１－３８８７

連絡先一覧

〔モバイル青少相〕

【青少年相談センター】

相模湖相談室 ０４２－６８２－７０２０

城山相談室 ０４２－７８３－６１８８

センター ０４２－７５２－１６５８

南相談室 ０４２－７４９－２１７７


